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＜全校礼拝より＞ 
新約聖書 コリントの信徒への手紙12章14節～22  

9 7

新約聖書 マタイによる福音書 22章34節～40節 



9 21

＜賞状伝達・全国大会出場報告会＞ 

 県独自の緊急事態宣言が解除されたことを受け、9 月

21 日の全校礼拝の後に、久々に全校生徒が一堂に会し、

学校行事を行いました。7月26日の終業礼拝以来、約2
か月ぶりの全校集会でした。英語検定合格者、演劇部、

新人大会が行われた陸上部そして野球部に賞状伝達を行

いました。続いてインターハイ柔道競技と甲子園大会の

報告会も遅ればせながら行うことが出来ました。 

【英語検定】2級 畠山響 大矢結萌乃 榑林凛 

準2級 瀧本百夏 堺田紋斗 黒澤優吏 

【演劇部】優秀賞 県北・北盛岡地区高校演劇研究発表会 

【陸上部】第72回岩手県高校新人陸上競技大会 

3000ｍSC 第1位 天瀬海斗 第3位 工藤七斗 
1500m  第2位 佐々木稼全  
5000ｍ 第3位 北田楓雅  

（以上4名と女子800ｍ佐藤花が東北大会出場予定でし

たが大会は中止となりました。） 
【野球部】第74回東北地区高校野球岩手県大会 第3位 
1 回戦 11－0（5 回C）盛岡市立 2 回戦 11－4（8 回C）
一関工業 準々決勝12－6（7回C）花巻北 準決勝6－12 
花巻東 3位決定戦8－3花巻南（東北大会出場） 

＜甲子園で思い出した話＞ 

 野球部が甲子園で2試合連続完封勝ちを収めたときに、

昭和 48 年の盛岡三高以来だというニュースがあった。

この年盛岡三高が甲子園初出場でベスト 16 進出の快挙

を成し遂げたとき、私は三高の1年生。当時、私はバレ

ーボール部に所属していて、その年は県で2位まで勝ち

進み東北大会に出場した強豪チームでもあった（私はま

だ貢献できていなかったが）。野球部とバレーボール部は

ライバル関係にあり（坊主頭で色黒が野球部、色白がバ

レー部）、甲子園に応援に行きたかったのだが、夏休み中

であり常にバレーの練習と重なったため、涙を呑んで暑

い体育館でボールを追っていた（実はブロック練習で右

小指を骨折していたので、ボール拾いに汗を流していた

のが真実）。甲子園には行けずとも、せめてテレビで応援

をと考えていたが、なぜか練習時間とかち合い、仕方な

くラジオを聞きながらの練習となった。当時はビデオな

るものも存在せず、夜のニュースと翌日の新聞で試合経

過を再確認。 
3 回戦に進むころには、堅実な高校生らしい勝ち方か

ら「さわやか旋風」などとメディアに取り上げられ、こ

れが後に「さわやか三高」と呼ばれる所以となった。3
回戦は県民体育大会と重なっていて（当時は8月のお盆

の辺りに大会があった、勿論今はなくなったが少年の部

である）、我々は陸前高田市に行き、2回戦で敗退（前チ

ームとは雲泥の差である）。監督の先生は甲子園に応援に

行っており（我々より甲子園を選んだのである、監督が

居てもそれ以上勝ち進んだかは分からない）、バレーは素

人の副顧問がベンチに借り物のように座っていた。陸前

高田から電車で帰ってきた日、我が野球部は高知商に延

長の末敗れたわけだが、我々はジャージではなく（お揃

いのジャージなんて物はなく）制服での移動であった（三

高の校章がついた学生帽もかぶっていた、坊主頭には学

生帽、これ必需品）。盛岡駅について改札から出ると、何

人かの市民から「ご苦労様…」の声、恐らく野球の応援

と間違われたのだろう。我々も、まさか関係ないとは言

えず、「ありがとうございます。」と声には出さなかった

が、笑顔で会釈していた。 
 その後、我々は先生方から「さわやか三高生たれ」と

口癖のように言われ続けるのであった。背中に「三高」

という看板を背負っているまでの自覚はなかったが、「三

高生」というプライドが徐々に芽生えていった気がする。

バレーも野球に負けていられるかと練習により熱が入っ

た。結果はそれほどでもなかったが… 
 今回の野球部の活躍も県民から注目の的となった。新

聞の投稿にもあったし、本校を訪れる人からも、野球部

員をはじめとする生徒達の挨拶が素晴らしいとお褒めの

言葉もいただく。部活動というチームだけでなく、一人

ひとりの行動が、その学校の評判に 
も繋がるというのは、嬉しいことで 
もあり怖いことでもある。教訓めい 
た話をするつもりはないが、みんな 
が盛附生であることにプライドを 
持って生活してくれれば、こんな 
に嬉しいことはない。 


